
  
 

                                                                                            

2008 ミニバスオールスター 要項 

 

１．主 旨       茨城県内のミニバスケットボールの普及発展を目的とし，レベルの高いゲームを行い，
         観戦させること並びに親睦交流を目的とする。 
 

２．主 催       茨城県バスケットボール協会／茨城県ミニバスケットボール連盟 
 

３．期 日       平成２０年２月１６日（土） 
 

４．会 場       鹿島市 「カシマスポーツセンター」 （鹿行地区） 
 

５．日程及び組み合わせ 
 

    ２月１６日（土）   （当日の朝抽選でブロックを分け，リーグ戦を実施） 

        ８：００  役員集合／準備 

        ８：３０    開  場              
        ９：００    開会宣言         
       ９：００    第１試合   男子  １ VS  ２ ， ４ VS ５ 

      １０：０５    第２試合   女子  １ VS  ２ ， ４ VS ５ 

      １１：１０    第３試合   男子  ３ VS  １ ， ６ VS ４ 

      １２：１５    第４試合   女子  ３ VS  １ ， ６ VS ４ 

      １３：２０    第５試合   男子  ２ VS  ３ ， ５ VS ６ 

      １４：２５    第６試合   女子  ２ VS  ３ ， ５ VS ６ 
 

７．参加チーム      県内６地区より選抜された男女各１チーム 
 

８．参加資格 

    (1)平成１９年度，日本バスケットボール協会及び茨城県ミニバスケットボール連盟に登録済みのチ 
       ームの選手とする。 
 

  (2)平成１９年度，スポーツ安全協会傷害保険に加入済みの選手，指導者とする。 
 

  (3)各地区内で選抜され，本大会に登録された選手とする。（ミニ連のＨＰから登録すること） 
 

９．参加費     各地区２０，０００円とする。（全国予選当日納入） 
 

10．競技規則（オールスター用） 

  規則は，日本ミニバスケットボール競技規則に準ずる。 

    (1)ユニフォーム 

     ・白と濃色両方または各地区指定色を用意する。 

     ＊白については，各チームのユニフォーム着用を認めるが，濃色については同色同型のユニフ
      ォームを着用するものとする。 
 

 (2)プレイの規定 

  ①出場と交代 

   ・選手は，１試合を通して全員出場する。 

      ・交代は自由とする。よって出場クォーターの制限は設けない。 

但し，交代はバスケットボール競技規則に準ずる。 

②チャージド・タイムアウト 

          ・両チームに，各クォーター１回ずつのチャージド・タイムアウトを認める。 
 

11.競技上の注意 

    (1)ベンチは，組み合わせ番号の若いチームがオフィシャル席に向かって右側，ユニフォームは白  
       または指定色とする。  
 

    (2)各チームとも，合計２０名以内とし，その内プレイヤー１５名以内とする。 



 

    (3)プレイヤーの選抜については，各地区に一任するが６年生中心のメンバー構成を望む。 

  (4)競技時間は，前半６分１分６分，ハーフタイム１０分，後半６分１分６分とし，ハーフタイム時
    に次の試合の練習は実施しても良い。なお，延長は設けないものとする。 
 

    (5)オフィシャルについては会場担当地区で準備するが，ＴＯ委員が必ず１名オフィシャル席に入る。
         
    (6)上記以外の競技規則は，日本バスケットボール，日本ミニバスケットボール競技規則を適応する。 
 

12．その他 

     (1)全チーム試合前に紹介をするので，背番号順に整列すること。 
 

   (2)選手・スタッフの健康診断は，地区の責任において実施すること。また，チームにおいて応急処
      置のできる者を随行させること。 
 

     (3)選手の競技中の傷害については，主催者は一切の責任を負わない。 

   緊急病院 １１９番対応及び体育館近隣の緊急病院（鹿行地区にて対応する） 
 

(4)参加については，必ず保護者の承諾を得ること。 
 

(5)体育館の使用については，会場の規定に従うこと。特に，上履きと下履きの区別を励行すること。 
 

     (6)各チームの指導者は、会場内で起こった器物破損や事故等について、些細なことでも主催者に 
    申し出ること。 
 

(7)「ゴミの持ち帰り運動」にご協力願います。 
 

13．審判割り当て 

        ・審判部から，「日本公認」及び公認候補の「県Ａ級」有資格者から当日発表。 
 
                                                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


